
山城ガールむつみの出陣のススメ

「いざ、中世ロマン満載の多古城・並木城・志摩城へ！」の巻

「多古城」は多古町の中心となる台地上にあり、その東に城下町があります。多古城の城下町は戦国時代の中頃に街道筋（佐倉街道）の商業町と

して発達したと言われています。徳川時代に入ると多古城の台地の麓に多古陣屋が置かれ、近世の城下町が形成されました。そのため、鍵形の道

路や枡形の跡などが町中に残っているとともに、明治時代の郵便局建物や商家も現存し、小さいながらも商業で栄えた近世城下町を感じる風情あ

る町並みです。

並木城下町は城山の麓をぐるりと囲むように展開しています。ふらり歩くと、あちこちに残る長屋門に圧倒されます。かつては 7 つの長屋門があっ

たとされ、今でも 5 つの長屋門が私達を迎えてくれます。長屋門は家格を示すものであり、これらからも並木に存在したかつての武家の姿が垣間見

えます。そして今でも城下には、並木城の家臣団であったとされる「飯田」姓が多く存在し、中世から脈々と歴史が繋がっていることに感動します。

志摩城の城下町は城の西側にの独立丘に広がり、中世期以降の環濠集落の姿が残っています。さらに敵を防ぐために迷路のような道が設計されて

いて、私たちを集落に迷い込ませ混乱させます。江戸時代には禁教だった日蓮宗不受不施派の信者が多かったので、取り締まりを逃れるための工

夫が町の随所に残ります。家々は高い生垣で囲まれ、敷地内には隣家に通じる抜け道が存在します。訪れた人を古のまま時間が止まったかのよう

な錯覚にいざなう城下町といえます。（各家の抜け穴は私有地のため見学不可。妙見神社の裏に見学可能な抜け穴あり）


